




目的 

胎児自身の副腎から分泌されるコルチコステロイドが,胎児肺を初めとして種々の臓器の

機能的成熟を促進するのに欠かすことができないのは周知の事実である。即ち,胎児の成熟

には,副腎のコルチコステロイド産生能の護得が必要である。臨床的には,胎児の成熟度を

判定し,それに応じて処置しなければいけない症例にしばしぱ遭遇するが,胎児成熟度の判

定法は,未だ不完全で新しい方法の開発が望まれている。C.G.Dassler(1967)は,尿中の 11- 

Desoxycorticoste- roid を測定し,妊娠後半の妊婦尿は高値を,子宮内胎児死亡の症例では,

非妊婦人と同様の低値を示すことを報告している。即ち, 母体尿中の H- 

Desoxycorticosteroid は,胎児由来である可能性が考えられる。そこで,母体血中の

11-Desoxycorstisol 値を測定し,妊娠中の動態並びに,その意義を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


